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              令和３年度 鯖石小学校グランドデザイン 

【教育目標】進んで学び たくましく 生きる 鯖石っ子 
鯖石っ子につけたい力 

・多様な見方や考え方 

をしたり、自分の考え

を主張したりする力 

・様々な人と自分から

かかわり、進んで行動

する力  

・困難なことに立ち向

かい自分で解決しよ

うとする力 

 自らかかわり、考えを深める子 
 

○主体的に学習に取り組み、自分の考えをもって友達とかかわる
子を８０％以上にします。 

 ・国語の自力読みを通しての、友達とかかわる場の設定 
 ・話す聞くスキルを活用した友達と考えをつなげる話合い 
 ・子どもの考えを広げ深める問い返しによる深い学びの実現 
○単元テストが８０点以上の児童を８０％以上にします。 
 ・朝学習、鯖石スタディ、金曜６限（３年生以上）を活用した 

個に応じた補充・発展学習の充実 
・「学年×１０分」の家庭学習の習慣化と授業とリンクした課
題の設定、ミライシードの活用 

   相手を思いやり進んで行動する子   

○場に応じたあいさつや発言、行動ができる子を８０％以上に
します。 
・児童会・八石班・地域と連携したあいさつ運動の展開 
（あいさつしようデー、鯖石あいさつウィーク、こんにちは運動） 
・地域と関わりながらコミュニケーション力を高める体験活
動の充実（生活科・総合など） 

○自分や友達の気持ちを大切にし、よりよい学校生活に向けて
実践する子を８０％以上にします。 
・異学年で助け合う人間関係づくり（行事・八石班活動） 
・認め合い協力し合いながら、自ら活動を創り出す取組の推進 
（リーダーの育成、係や委員会活動 児童会行事の活用） 

  進んで心身を鍛える子 

 
○体を動かすことが楽しいと感じる子を８０％ 以上にします。 
・子どもが積極的に体を動かす時間や場の確保 

 ・めあてをもって取り組む体力強調旬間の設定 
○健康的な生活習慣の大切さを理解し、生活改善に取り組もう 
とする子を８０％以上にします。    

  ・「ハッピーライフチェック」の実施  事前事後指導の実施  
家庭との連携の強化      

・養護教諭と連携した授業の充実 
 ・適切なメディアコントロール 

柏崎市の目指す子ども像 

・学力を高め合い、 思

いやりと挑戦の 

 心をもち、ふるさと柏

崎の自然や文化をこ

よなく愛する子ども 

 個性を尊重し、相互に理解し合う子  

○全校体制による一人一人の困り感に寄り添った特別支援教育の充実 
○多様な個性や特性のある子どもへの共通した対応と理解、各関係機関との連携 
○年間を通して「ユニバーサルデザイン化」の視点に立った授業と環境づくり 

 

    かかわりを深め、ともに高め合う子 
○ルールとリレーション、アサーションのある温かい学級・学校づくり 
○全員参加を促し、聴き合い学び合う授業づくり 
○認め合う場の設定といじめを見逃さない意識の醸成（きずな強調週間、きずなスクール集会など） 

  家庭の教育力の充実と協働 

○家庭との目標の共有・協働 
 ○知  家庭学習を「学年×１０分」行い、授業に役立てます。 
 ○徳  あいさつで絆を深め、あいさつする習慣化を図ります。 
 ○体  「五中学区ハッピーライフ宣言」について家庭で話し合い実践します。 
 

地域の教育力の発揮と「ひと もの こと」の活用      
○オール鯖石の子育て支援、ふるさと学習の充実 
・「鯖石」を体験し、「鯖石」に学び、「鯖石」に働きかける力を育む 
・鯖カッパで地域活性化（学校から地域のゆるキャラへ） 

 ・地域人材、各コミセンとの連携・・・鯖石っ子応援隊 

 保小、小小、小中との連携の強化 
 

○第五中学校区小中一貫教育の充実 
・ハッピーライフチェック ・学校保健委員会 ・交流授業 

 ・学習スキル ・いじめ見逃しゼロ集会 ・ようこそ後輩 
○鯖石保育園・第五中との連携接続、高柳小との連携 

気づき 考え 行動する力 

      

 

鯖カッパとともに 

鯖石が元気になるよ

うに盛り上げます！ 

自分の考えを主張しながら協働する力 

        

困難に立ち向かい解決する力 

     

学校ぐるみでの 

授業づくりを推進し 

どの子も夢と希望を 

もてる学校に！ 

 


